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1 .  出題 趣旨  

【第 1 問 】は 、 麹町 中学 内 申書 事件 （最 二 判昭 和 6 3 年 7

月 1 5 日判 時 1 2 8 7 号 6 5 頁） を素 材と した 事 例問 題で ある 。

基 本 書 や 判 例 集 で 確 認 で き る 関 連 基 礎 知 識 を 身 に つ け て い る

か 、 事 実 関 係 に 基 づ い た 議 論 が 展 開 で き る か を 問 う て い る 。

事 実 関 係 を 理 解 し 、 上 記 判 例 や そ れ に 対 す る 批 評 を 参 考 に し

なが ら考 え てい け ば 、解 答 でき る と 思わ れ る。  

設問 1～ 3 は独 立 の問 いで は なく 、す べて つ なが って いる 。

設問 1 で 示し た 保障 内容 を 前提 に、 設 問 2 は 書 く必 要が あ る

し、設問 3 は 設問 2 の主 張に 対す る 反論 でな け れば なら ない 。  

な お 、 論 じ 方 は 一 つ で は な い 。 内 心 の 自 由 の 問 題 と し て も

良 い し 、 内 心 と 密 接 に 関 連 す る 行 為 の 自 由 の 問 題 と し て も 良

い し 、 両 方 で も 良 い 。 論 理 的 に 筋 の 通 っ た 説 得 力 の あ る 記 述

が な さ れ て い れ ば プ ラ ス 評 価 と す る 。 た だ 、 類 似 事 案 の 判 例

に お け る 議 論 の 仕 方 と あ ま り に か け 離 れ て い る 場 合 は 、 マ イ

ナ ス の 評 価 を 与 え る 。 判 例 を 無 視 し た 議 論 は 、 少 な く と も 実

務家 志望 者 が 行 うも の と し ては 、好 まし く ない 。  

2 .  採点 実感  

【 第 1 問】 につ いて 。 全 体 とし て見 れば 、 でき は悪 くな か

っ た と 思 う 。 麹 町 中 学 内 申 書 事 件 で の 原 告 の 主 張 と 最 高 裁 の

判 断 で 示 さ れ た 論 理 を 、 本 問 の 事 実 関 係 に 照 ら し つ つ 応 用 す

る こ と が 出 来 て い る 答 案 も 多 か っ た 。 一 方 で 、 未 だ に 「 丸 暗

記 し た 他 人 の 文 章 を そ の ま ま 書 き 写 す 」 型 の 答 案 が あ る の に

は 、 少 々 驚 い た 。 そ の よ う な 答 案 の 書 き 方 は 、 今 や 受 験 対 策

とし て誤 っ てい る と 思わ れ る 。  

 【 第 2 問】 は 、 2 つ ま では 答 えら れる が 3 つ めが 書け て い

ない もの が 多か った 。  

3 .  学習 方法  

実務 家志 望 の人 にと って は 、基 本 判例 の学 習 は必 須で ある 。

判例 を事 例 問題 のよ うに 読 み解 くこ と。す なわ ち、（ ア ）事 実

関 係 、（ イ ）（ 訴 訟 当 事 者 や 裁 判 官 に よ る ） 法 的 問 題 構 成 の 仕

方、（ウ ）判 例が 示 した 問題 解 決の 仕方（ 判断 基 準な ど）、（ エ）

事 実 認 定 お よ び 評 価 の 仕 方 （ あ て は め ） を 理 解 す る こ と 、 判

断基 準な ど の重 要な 知識 を 暗記 する こと が 目標 とな る。  

ま た 、 基 礎 知 識 を 覚 え る 必 要 が あ る の は 当 然 で あ る し 、 体

系 的 理 解 を 獲 得 す る た め に は 、 基 本 書 を 読 み 解 く こ と も 必 要

とな る だ ろ う。  


